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約３割減少

有明沿岸道路の
部分開通に伴う並行道路の円滑化

●並行路線の交通が有
明海沿岸道路に転換
し、沿線地域の渋滞
が緩和！

環境
地域社会

環境
地域社会

④交通の円滑化④交通の円滑化 福岡県福岡県 有明海沿岸道路（大牟田高田道路・高田大和バイパス・大川バイパス）

平成20年3月29日・平成21年3月14日開通

有明海沿岸道路（大牟田高田道路・高田大和バイパス・大川バイパス）

平成20年3月29日・平成21年3月14日開通

■現道交通の転換による渋滞緩和■現道交通の転換による渋滞緩和

交通量の転換交通量の転換交通量の転換 主要渋滞ポイントの緩和主要渋滞ポイントの緩和主要渋滞ポイントの緩和

■主要都市間のアクセス性向上■主要都市間のアクセス性向上

森林面積約1,135ha分が吸収する二酸化炭素
量に相当！（ヤフードームの約１６０倍）

開通前調査日：H19/10/17（火）
開通後調査日：H21/3/24（火）

■大川市⇔三池港間の所要時間

約12千t-CO2
削減！

■ＣＯ２排出量の削減■ＣＯ２排出量の削減

【開通区間(矢部川大橋)】

●主要都市間等の所要
時間が短縮し、都市間
の交流・連携が強化！

●現道交通の走行性が
向上し、自動車ＣＯ2の
排出量が削減！
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▲矢部川断面(Ｂ断面）

▲柳川市(Ａ断面）

約２８分短縮！

緩和緩和！！
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約２割減少

：有明海沿岸道路 ：Ｒ２０８号

（万t - CO2  / 年）

▲開通前後のＣＯ2排出量変化

【開通前】 【開通後】

■徳島交差点の渋滞長変化
（朝ピーク時）


